
日本経済も頭打ちだった。償却財
源も尽きてきて、外に活路を見出
すしかなかった。海外オペと取引
しないと船を増やせなかった。ま
た当時は円高で、日本人船員のコ
ストも上がっていた」（黒柳ＭＤ）。
　海外進出の候補地はシンガポー
ル、香港、バンクーバー。シンガ
ポールは同国政府から熱心に誘致
されたという。「シンガポールは
これから海運立国を目指すので
ぜひ」と。しかし、当時のシンガ
ポールは海運立国と呼ぶには程遠
い状況。「それでもバンクーバーは
時差があり過ぎたし、香港は中国
への返還を控えて不透明だった。
シンガポールは社会インフラが整っ
ており、良質な人材が多く魅力的
だったが、シンガポール自体に
海運マーケットというものがある
わけではなく、消去法でシンガポ
ールを選択した」という。
　海外オペレーターとの取引拡大、

　くみあい船舶は1972年に愛媛県
松山市で創業。現在は東京とシン
ガポールを本拠地として船主業を
展開している。シンガポールへの
進出は日本の船主の中で最も早
く、1995年にＫＮを設立した。邦
船オペレーターだけでなく海外オ
ペとの取引も拡大し、現在は大型
バルカーとＬＰＧ船を中心にグル
ープ全体で30隻強を保有する。
　黒柳ＭＤは94年からＫＮの設立
準備でシンガポールに駐在。2008
～11年を除いてシンガポールで勤
務しており、2010年10月に同社マ
ネージング・ダイレクターに就い
た。黒柳ＭＤは95年のシンガポー
ル進出について「正直、進出せざる
を得ないような状況だった」と率直
に話す。
　くみあい船舶は、創業者の白石
豊重氏（故人）の行動力と人脈で全
農や川崎製鉄（現ＪＦＥ）、大協石
油（現コスモ石油）、昭和シェル石
油、三菱商事、太陽石油など名だ
たる荷主との間で輸送契約を結ん
で船隊を急速に拡大した。しか
し、創業者が亡くなり、バブル経
済崩壊の影響もあり、会社の成長
も減速を余儀なくされることにな
った。
　「船を増やせない時代になった。
新造発注は主にリプレース中心。
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税制メリット、コストのドル化を
目指して設立したのがＫＮ。今で
は想像もできないが、当時のシン
ガポールはコストが安く、「進出で
コストメリットも享受した」とい
う。当初はくみあい船舶からバル
カー、タンカー、ＬＰＧ船を６隻
買船してベース船隊とし、くみあ
い船舶から独立する形で95年から
異国の地で船主業を開始した。
　現在の保有船隊は16隻に拡大し
た。船種・船型別の内訳はバルカ
ー11隻（ケープサイズ６隻、オーバ
ーパナマックスとパナマックス各
１隻、大型ハンディマックス３
隻）、アフラマックス２隻、大型Ｌ
ＰＧ船（ＶＬＧＣ）３隻になる。新
造発注残は４隻で、16年竣工で大
型ハンディマックス1隻と20万重量
トン型バルカーが２隻、17年竣工
でＶＬＧＣが１隻ある。
　進出目的だった海外オペとの取
引も年々拡大し、16隻のうち10隻
を日本の荷主および邦船オペ、６
隻を海外に貸船。海外では欧州系
オペレーターとの契約が多い。黒
柳ＭＤは「今後も海外オペをさらに
開拓していきたい。海外はリスク
も高いが、シンガポールに進出し
て財務基盤が強化され、新造船に
厚めの自己資金を投入できるよう
になった。その結果、ある程度
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リスクも取れるようになっている」
と話す。
　一般的に日本の船主は長期用船
を望むが、同社は長期と短期を織
り交ぜた用船ポートフォリオを志
向している。「オーナー業はいかに
資本費を減らしていくかがカギに
なるので、最短でも５年契約を確
保して資本費を確実に減らした
い。その後は短期商売も考える。
長期一辺倒はインフレなどリスク
もある」（同）。
　今後の新造発注でも強みを持つ
バルカー、タンカー、ＶＬＧＣの
３本柱を主軸に据えていく考えは
変わらない。「船のエキスパート・
カンパニーであるべきだと思うの
で、精通した船種を今後も手掛け
ていく。具体的な船隊規模の目標
はないが、人材とのバランスの中
で保有できる船の数が決まって

くる。人材を育成しながら船隊も
拡大していきたい」（同）。
　同社の人員は16人（本社13人、東
京駐在事務所３人）で、このうち日
本人は10人。船舶管理はサードパ
ーティーに委託しているため、船
舶管理会社を監督していくテクニ
カル・スタッフの充実が今後の人
材育成のキーになるという。
　ＫＮは来年、設立20周年を迎え
る。黒柳ＭＤは「６隻からスタート
して16隻まで増やせた。当初は人
もそろわず、親会社から完全に独
立して事業を行わなければなら
ず、会社運営が軌道に乗るまで時
間がかかったことを考えると、及
第点を上げられるだろう。海外オ
ペとの取引も拡大できた。税制メ
リットで自己資金も厚くなった。
非日系の船舶管理会社との取引関
係を構築できたのも財産。ＬＰＧ

船という得意分野も伸ばすことが
できた」と振り返る。
　設立から約20年を経て、シンガ
ポールの海事産業は大変貌を遂げ
た。オペレーター、船主、荷主、
金融、保険、ブローカーなどが集
積し、いまやロンドンをもしのぐ
世界の海事センターに急成長し
た。同国政府が目指した海運立国
が成就した格好だ。一方、その負
の側面として事務所費などのコス
ト高騰が問題になっている。
　長年、シンガポールの海運界を
見てきた黒柳ＭＤはこう話す。
　「コスト高に見合ったメリットは
まだまだある。海事産業の集積で
シンガポールでしか手に入らない
情報があり、コストをかけている
見返りは十分ある。当面、シンガ
ポールの優位性は揺るがないで
しょう」。

　関係筋によると、更生会社の三光
汽船（田端仁一管財人）はこのほど
パナマックス・バルカー１隻の
中古買船を決めた。買船するのは
国内船主が保有し三光が用船して
いる７万6000重量トン型“Ocean
Lily”（2006年竣工）。三光が買船す
るのは2012年７月の会社更生法申
請後初めて。同社はオペレーター
として船隊規模を維持していく方
針で、用船の返船などによる船隊
の縮小を食い止めるため買船に
踏み切ったとみられる。
　三光の船隊規模は昨年11月１日
時点で44隻で、船種の内訳はバル
カー32隻、タンカー４隻、オフシ
ョア船４隻、ＬＰＧ船３隻、ケミ

カル船１隻。このうち自社船は12隻
で、内訳はバルカー８隻、ＬＰＧ船
とオフショア船が各２隻だった。
　三光は経営危機に陥った後に保
有船の売却を進めてきたが、同社
の田端管財人は昨年11月の本紙の
インタビューの中で「スポンサーの
エリオット社からは、船を売却し
てキャピタルゲインを上げるより
も、船を買い戻して船隊を維持
し、海運事業で勝負しろというプ
レッシャーをむしろ受けている」、
「エリオット社とは買い戻し可能
なものや、売却後の代替船の調達
などの話を始めている」と語り、
売船から船隊の維持に転換する
方針を明らかにしていた。

　三光が最後に売船したのは今年の
初めで、18万1200重量トン型ケープ
サイズ・バルカー“Sanko Power”（2010
年竣工）を香港での競売で売却した。
三光の更生計画には“Sanko Power”
のほかにボックスシェイプ１隻の
売船計画が盛り込まれている。
　昨年11月に確定した三光の更生
計画では、最大約4123億円（うち確定
分約2229億円）の一般更生債権につ
いて98.4％～99.2％の免除を受け
る。一方でスポンサー契約を結ん
だ米ヘッジファンド、エリオット
・グループから最大50億円の支援
を受け、同社の傘下に入った。
　三光は更生計画の早期終結を目指
しており、債権者に対する第１回
目の弁済を２月に行った。三光は
３回にわたって弁済を行う計画。
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ン用機器のメンテンス」を紹介す
る。ブース番号はＪＰＮ－０４。
セミナーは４月11日の10時20分～10
時50分にＡ会場で開催する。

　ナブテスコは９日から東京ビッグ
サイトで開催される「Sea Japan 2014」
に出展する。高い世界シェアを持つ
主機遠隔操縦装置の新型モデル「Ｍ

－８００－Ｖ」や電子制御エンジン
向け油圧バルブなどを展示する。
同時に開催されるニューレクノロ
ジーセミナーでは「電子制御エンジ
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